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研 究の概要
コン ピュー タを利 用す る環境 は、当初 の英語 中心の環境 か ら、各 国の人 々が使 い慣れ てい る 自
国の言語 に基 づいて行 え る環境 へ と進化 して きてい る。しか し、プ ログラムを作 成す るた めのイ
ンタ フェー スであ るプ ログラ ミング言語 につ いては、未 だに英語 をベース とした ものが殆 どであ
る。複雑 なプ ログ ラム ロジ ックを構築 し、またデバ ッグ、保 守のた めに何度 も見直 しを行 うの に、
英語べ 一ス のプ ログラ ミング言語 を使 わなけれ ばな らないの は、英 語圏以外 の人 々 に とって は大
きな知 的ハ ンデ ィキャ ップで あ る。これ を解決 し、自国語べ 一 スのプ ログラ ミン グ環境 を実現す
る ことが望 まれ るが、ただ し、コン ピュー タお よびネ ッ トワー ク環 境が グローバ ル化 してい る現
在 、作 られ たプ ログラムが繋 がって動 くこ とも可能でな けれ ばな らない。す なわ ち、プ ログラム
のグ ローバル ・イ ン ター オペ ラ ビ リテ ィを考 慮 しつつ 自国語 べ一 スのプ ログラ ミング環境 を実現
す るのが本研 究の 目的 で あ る。
本年度 はター ゲ ッ ト言語 をJava言語 に限 らず に、そ の他 の言語 に も適 用可能 にす るため の方
式 の研 究 を行 った。また、自国語プ ログラ ミングを拡張 し、一つ のプ ログラムを多言語 で表記す
る多言 語プ ロ グラ ミン グについての基礎 的な研 究 を行 った。
研究の成果
昨年度に開発 した、変換表に基いてプログラムの表記を変換する、という基本の考えは踏襲 し、
次の2点 について方式の拡張、一般化を行った。
①特定のプログラミング言語に依存しない方式とする。
②一つの自国語だけでなく、多言語が扱える方式とする。
これを実現するため、オブジェクト指向の考えを採用し、特定のプログラミング言語および国
語に依存しない変換系の枠組み(フ レームワーク)を作成した。その枠組みに対して、特定のプ
ログラミング言語に依存 した処理や、特定の国語に依存した情報は、クラスの継承として与える
ようにした。また、変換情報もXML(拡張マークアップ言語)形 式へと一般化 した。
この基本方式の上で、昨年同様にJava言語をターゲット言語とし、また日本語および中国語
表記のプログラムを扱えるようにクラスを拡張する実験を行って、表記の変換が問題無く行える
ことを確認した。
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また、この環境を日本語プログラミングと中国語プログラミングに適用する実験を行った。国
語毎に、変換表を試作して与えた。日本語または中国語のみで表記されたプログラムが、変換プ
ロセサにより正規のJavaプログラムへと変換され、コンパイル、実行される基本の環境が実現
できた。
今後の課題
・多国語環境の実現上の課題
多国語入出力:多 国語フォン ト、多国語入力方式
一つのプログラムの多言語表記
・日本語環境における課題
日本語キーワー ドの選択、普及
プログラミング構文の検討
・プログラムの書きやすさ、読みやすさの実験心理学的研究
・実使用による方式へのフィー ドバック
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